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『みこし』ができたヨ！

　9月1目は寺田の秋祭り。仏師である田辺徳

治さんが精魂込めて作り寄贈した『みこし』を

担いでのお祭りです。担げる子どもがこの先も

ずっと続くように…、そんな願いを込めた手づ
　　　み　こし
くりの神輿です。ムラの活気のシンボルです。

主
な
内
容

もうじき走るヨほくほく線……②0

荻原兄弟を迎えて……………・・…・0

有権者数は………・…・…・…………⑦

健康倶楽部通信………・…・……・…⑨

東京発・文芸…………・……・…・⑫⑬

お知らせ…………………………⑭⑲



ま鳳
う叡しいタ1
　　　でも気をつけて1

それまでいろいろな試験があります。

　　危険ですので線路などへの

　　　立入りは禁止します．

　
郷
土
の
夢
『
ほ
く
ほ
く
線
』
　
（
北

越
北
線
）
の
開
通
ま
で
あ
と
半
年
余

り
、
沿
線
で
は
八
月
末
ま
で
に
駅
舎

は
す
べ
て
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
高
速
走
行
試

験
・
訓
練
運
転
な
ど
で
、
今
月
か
ら

来
春
の
開
業
日
ま
で
レ
ー
ル
の
上
を

電
車
が
走
行
し
ま
す
。

　
「
お
ら
町
に
電
車
が
走
る
」
と
喜

び
勇
ん
だ
り
、
一
目
見
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
が
、
事
故
が

あ
っ
て
は
い
ろ
ん
な
試
験
や
検
査
も

で
き
ま
せ
ん
。
線
路
や
駅
舎
、
鉄
道

施
設
へ
は
「
立
ち
入
ら
な
い
」
　
「
近

づ
か
な
い
」
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
特
に
、
お
子
様
を
連
れ
て
い
る
時

や
、
線
路
敷
で
遊
ぶ
子
ど
も
を
見
か

け
た
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▲スーパー特急は北陸線金沢駅から

　上越線越後湯沢駅までを走ります。

臼◎囎恥から臼＠臼窃

　（高速走行試験）

10月6日⑤～15日㊤

　　まつだい駅～犀潟駅

特急電車を最高速度160

km／hrで走らせ、信号の確

認をします。

ほくほく線

（トンネル抵抗試験）

10月17日㊦～19日㊤

　　犀潟駅～六日町駅
特急電車を走らせ、トン

ネルの電車に与える走行抵

抗を測定します。

（訓練・習熟運転）

10月21⑧～開業日

　　犀潟駅～六日町駅
開業後の安全運転を確保

するため、訓練・習熟運転

を行います。

高速走行試験

などのお知らせ

（地上設備の検査）

9月17日⑱～25日㊧

　　犀潟駅～六日町駅
電車の走行に先立ち、線

路などに支障のないことを

確認するためモーターカー

電車等を使い検査します。

（速度向上試験）

9月28圖㊥～10月5日㊥

　　犀潟駅～六日町駅
特急電車の速度を12銚解

hrから1び．刻みで段階的に

上げ、各速度ごとに車両や

地上設備性能を確認します。

　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　I日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　スーパー特急　　　　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　車両仕様の紹介　　i
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　ロ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　【定員】一編成（9両編成時）　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1534名（グリーン36名、普通498名）1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　【車両の特長】　　　　　　　　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　基本的にはJ　R西日本の681　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i系車両系（サンダーバード）と　i
ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

i構造・機能・性能は同一仕様。　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1★高速性能は160km／h営業運転　：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i可能な性能で、車両の軽量化・　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i低重心化を追求。また、トンネ　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：ル区間が6割を占めることから　：
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i空調装置、水抜き管、台枠の気　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i密対策に留意した。　　　　　　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i★耐雪耐寒構造は、厳冬期に付　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i着する雪の対策にフサギ板など　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ

：を使用し、主電動機の冷却は自　：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i己通風方式を採用した。　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i★デザインは「明るく、静かでi
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1快適な乗り心地」の表現に努力　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

iし、先頭車側面に北越急行のロ　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iゴマークと、同急行のマスコッ　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iト「スノウラビット」を6カ所i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i取りつけた。また、大型窓の採　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

：用、間接照明、冷暖房・除湿の　1
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じ

i自動運転や、喫煙・禁煙席の合i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に

i理化を図る。さらに、グリーン　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1車では各座席に液晶テレビを設　：
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i置、普通車では手持ちのラジオ　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

1によるオーディオラジオサービ　：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iスができるようになっている。　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

2
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I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　ほくほく線普通電車　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　特別電車の仕様紹介　　i
O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　現在製作中の普通電車9両のi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iうち、2両の仕様をデラックスi
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1な特別車両にしました。　　　：
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　座席はシート生地をグレードi
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iアップし、全席クロスシート式i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i（背もたれ転換式）また、固定i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iテーブルを設置。　　　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

＝　そして、防音・内外装などに1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

iついても従来車両よりグレードi
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1アップを目指しています。　　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　なお、定員は百十一人（座席i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i五十人）で普通車両の百三十三i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i人（座席六十一人）に比べ、二i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i十人ほど少なくなっています。i
5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

ほくほく1線カップ

霧ア藁1誰一綱馴巻叢猿

脳予選套　簸の月騰欝1圭1

　松代町・松之曲町懸そ総ぞ擁

　墨位露箭一ムを選抜蓬諜醗、

　【会揚湯松代町総合体脊館

　　　　　華後籔時受付響す

　詳総は8潟叢を灘覧《だ罐き鱒

〈
普
通
車
両

㍉∂へ、

ほくほく線キャラ≦7ター

　　　愛称募集鰭

もうじぎ走るδ1

　　　ほく

幽決勝戦鍛潟響日鱗紛

　沿線聾欝灘村難穰繕盤灘一滋

　瀞参灘醗呉難一灘欝灘繋線鷹

　ま鞭灘繋プ癒畢霧。

　誠舎撚、肇前懸癒鴛糖議す。

　匿会i揚漫松代簸総登体蕎館

　詳繕灘後欝お細蔭藩纏蒙激．

　
十
日
町
駅
・
ほ
く
ほ
く
大
島
駅
は

高
架
式
で
す
が
、
ま
つ
だ
い
駅
は
地

上
駅
。
突
然
に
通
過
す
る
電
車
は
予

告
な
し
に
や
っ
て
き
ま
す
。
人
身
事

故
や
い
た
ず
ら
な
ど
を
未
然
に
防
止

す
る
よ
う
各
家
庭
で
、
学
校
で
、
そ

し
て
、
保
育
園
や
子
ど
も
会
で
も
何

分
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
歴
史
的
と
も
い
え
る
鉄
道
の
開
通

無
事
で
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　
な
お
、
試
験
や
検
査
な
ど
の
日
程

は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　地載鞭翻駕客の皆様雄愛慧誕

親鶴諜i総巻難蒙くほ《線鋤謹圏

指載、慧繋一・繋・謙維灘鍵嚢一一

懸愚ぎ函の愛称名を募集騨だ
蟻蒙童．

猛癩i募方法麹嘗製葉馨叢灘蓼ラ

　炎雛一の愛称韮嶽、僅既、氏

　名、年齢、職業、電話番号を

　明認じ謬応募嚢だ慧縢、

　燧募撚数ぽ翻限餐じ、盤だじ

　葉護縫載罐麹慧贈擁舐複数
　記載の揚脊は無効謹魏ま攣）

裏応募締籾肇畢成8蕃麺月末瞬

餐賞霊採潮讃菰競金歪◎万隅

　　鯛嶺多数⑳場合嫁摘選1
　　癒募者賞綿⑧名様蚤濫
　　　　　溢線各地の名産晶
墨発表1

　難月華旬1採駕者・当選潜嶽
　の発送を以縫発藻と鞍謙す1

【お問い合わせ】

ふるさと会館内振興係

　　02559（7）3000
【応募宛先】　〒949－66

南魚沼郡六日町大字六日町

137－2　J　A六日町支所3F

　北越急行㈱

　　ほくほく線百景

　　　　フォトコンテスト係

またはキャラクター愛称募集係

ほくほく線颪景

；鐸鍵撫璽i謙勢露雛

　撫翻募集麟

懸曇一鶉司　　鎌発表の鞭翻難、

　　搭懸《ほ護線のお馨漿観講

嚢欝募規建溝

・薄灘一一鱗翻撫描園繋慧欝

　　　僻羅繋腱繋翻搬着驚）

・応募燕数に鑓限はお鞭諜懸露

覆応募灘法灘題名、撮影場漸、

儀懸、競名．準齢．職業1学無

電話番号を明誕獲驚鶏紙蓬作晶

裏側匿溌一プで貼噸紺け驚応募

【禦込締靭溝平成8隼録月乗霞

懸発劇平成9隼玉月中旬

　　　　入賞者総は薩接通知

餐賞】最擾秀賞鑑点鳳鱒万隅

　　蕎憂秀賞義点＝・5万円

　　羨　　選馨⑳燕薫簸懸驚

隈の戴難雛編懇持参の揚査糟

　お翻雛喬蒲簸縁霞檬蕉ほ蓬線

　i欝舞灘慧欝灘灘鎌撚編の謙

　蒸葺一盤貼纈慧灘懸新潟雛灘

　灘灘一穣扱専糊欝織

蟹難慧塗線路饗馨鉄遊施設内織

綴鐡叢烈潮様禁識麗i灘難．

3



楽しかった
　
「
我
が
町
は
健
康
づ
く
り
で
地
域

の
輪
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
誰
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
と
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の

拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
の
日
（
教
育
委
員
会
主

催
）
が
八
月
四
日
、
町
総
合
体
育
館

及
び
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
声

　
　
　
　
　
　
　
　
歓

　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
三
年
目
と
な
る
『
ペ
タ
ン
ク
』
に

は
中
学
生
チ
ー
ム
も
初
参
加
し
て
、

六
チ
ー
ム
で
競
技
。
ま
た
、
恒
例
と

な
っ
た
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
に
は

二
十
ニ
チ
ー
ム
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

に
は
二
十
五
名
が
参
加
し
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
、
時
折
あ
が
る
歓
声
や
、

微
笑
ま
し
い
プ
レ
ー
に
夏
の
一
日
を

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

スマイルボーリング

▼グランドゴルフ

　　ゲートボールと少し違う

優
勝
　
峠
　
四
　
班

二
位
　
ガ
ン
バ
ロ
ー
ズ

三
位
　
室
野
南
町

残
念
賞
　
池
之
畑
子
ど
も
会
B

　
　
　
　
清
水
B

☆
ス
ト
ラ
イ
ク
賞
（
七
名
）

富
澤
佐
一
郎
志
賀
の
り
池
田

美
代
子
　
市
川
悟
司
　
山
賀
江
理

子
　
市
川
み
つ
子
　
田
巻
奈
美
子

優
勝
　
太
田
　
宏

二
位
　
若
月
政
市
・
高
橋
嵩
一

☆
ニ
ア
ピ
ン
賞
太
田
宏
（
認
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

優
勝
　
太
平
B

二
位
　
太
平
A

三
位
　
千
年
や
ろ
ね
会
A

「
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
」

　
高
規
格
道
路
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
九
日

　
八
月
九
日
、
中
里
村
U
モ
ー
ル
に

お
い
て
㈹
十
日
町
青
年
会
議
所
が
主

催
す
る
「
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
十
日
町
広
域
圏

か
ら
約
三
百
人
と
各
町
村
長
や
県
議

な
ど
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
関
越
高
速
道
と
北
陸
自
動
車
道
を

結
ぶ
高
規
格
道
路
（
上
越
魚
沼
地
域

振
興
快
速
道
路
）
は
全
長
六
十
キ
ロ

で
す
が
、
上
越
市
か
ら
池
尻
ま
で
の

二
十
九
キ
ロ
は
す
で
に
国
の
調
査
区

間
と
し
て
指
定
を
受
け
調
査
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
松
代
～

六
日
町
間
は
ま
だ
計
画
路
線
で
、
今

年
度
は
県
単
予
算
で
調
査
、
来
年
度

に
調
査
路
線
へ
の
格
上
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
新
潟
県
土
木
部
山
岸
道

路
建
設
課
長
を
講
師
に
招
き
「
妻
有

郷
松
之
山
郷
か
ら
高
規
格
道
路
を
考

え
る
」
と
題
し
講
演
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
広
域
圏
六
市
町
村
の
青
年

代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
代
町
か

ら
は
、
福
島
の
西
潟
弘
明
さ
ん
が
意

見
発
表
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
か
ら
六
日
町
間
の
ル
ー
ト
は

未
発
表
で
す
が
、
三
、
四
本
の
案
を

調
査
研
究
し
て
い
る
段
階
で
、
今
後

中
里
村
∪
モ
ー
ル

は
純
科
学
的
、
純
技
術
的
、
数
値
的

に
決
め
た
い
と
し
「
地
す
べ
り
地
域

は
避
け
る
。
ト
ン
ネ
ル
は
五
キ
ロ
以

内
、
勾
配
三
％
以
内
」
の
条
件
を
示

し
、
技
術
面
、
コ
ス
ト
面
で
の
判
断

基
準
を
説
明
さ
れ
ま
し
、
た
。

　
基
本
的
に
は
四
車
線
の
自
動
車
専

用
道
路
、
設
計
速
度
は
六
十
～
八
十

キ
ロ
で
交
差
点
は
立
体
交
差
と
い
う

　
『
高
規
格
道
路
』
は
、
国
道
が
三
本

交
差
す
る
池
尻
地
区
に
イ
ン
タ
ー
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
ほ
く
ほ
く
線
」
に
続
い
て
松
代

町
も
、
い
よ
い
よ
高
速
交
通
体
系
に

組
み
込
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
越
～
池
尻
間
の
詳
し
い

　
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
年
末
こ
ろ
に

発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

》
右
は
山
岸
課
長
、
左
側
の

　
中
央
が
西
潟
さ
ん
で
す
。
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クロカン王国に

　　　　現役オリンピック選手を迎えて

シンボルスポーツ推進事業

い

荻原次晴氏（弟）

　
　
　
劉
兄

　
　
　

　
　
氏

　
　
司

　
　
健

　
　
原

　
　
荻

ふるさと会館で開催されました8月10日

　
八
月
十
日
、
ふ
る
さ
と
会
館
で
は

「
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
・

荻
原
兄
弟
ス
キ
ー
の
集
い
」
が
開
催

さ
れ
、
小
・
中
学
生
を
始
め
二
百
人

の
聴
衆
が
現
役
オ
リ
ン
ピ
ッ
タ
選
手

の
話
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
双
子
の
荻
原
兄
弟
は
、
現
在
二
十

六
歳
。
群
馬
県
草
津
町
で
生
ま
れ
、

小
学
校
五
年
生
ま
で
は
体
操
ク
ラ
ブ

に
所
属
。
　
「
体
操
は
ス
キ
ー
で
活
躍

で
き
た
べ
ー
ス
に
な
っ
た
と
思
う
。

将
来
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に

も
体
操
は
お
薦
め
し
ま
す
。
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
ス
キ
！
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
、
外
で
友
達
が
楽

し
そ
う
に
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
る
の

を
見
た
時
か
ら
と
の
こ
と
。
　
「
何
を

や
っ
て
も
楽
し
く
な
け
れ
ば
続
け
ら

れ
な
い
」
と
い
う
の
が
持
論
だ
そ
う

で
す
。

　
中
学
校
で
は
、
ク
ロ
カ
ン
の
選
手

と
し
て
全
中
ス
キ
ー
大
会
な
ど
に
兄

弟
揃
っ
て
出
場
。
三
年
の
時
に
は
、

兄
健
司
が
優
勝
、
弟
次
晴
も
準
優
勝

と
い
う
輝
か
し
い
記
録
を
残
し
ま
し

た
。
兄
弟
と
し
て
、
ま
た
ラ
イ
バ
ル

と
し
て
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
刺

激
し
合
い
な
が
ら
の
環
境
が
良
い
結

果
に
結
び
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
、

社
会
人
に
な
っ
て
も
大
切
に
し
た
い

こ
と
…
と
話
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ご
兄
弟
で
早
稲
田
大
学
人
間
科
学

部
ス
ポ
ー
ツ
学
科
を
卒
業
し
ま
し
た

が
、
兄
の
健
司
氏
は
中
学
校
時
代
か

ら
近
所
の
ス
キ
ー
選
手
が
活
躍
す
る

早
大
を
目
標
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
高
校
は
隣
町
の
長
野
原
高
校
へ
。

高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
へ
の

参
加
は
一
年
生
の
時
の
み
で
、
二
・

三
年
生
の
時
は
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

に
参
加
し
、
外
国
で
の
試
合
が
多
か

っ
た
と
の
こ
と
。
最
初
の
う
ち
は
、

言
葉
も
分
か
ら
ず
、
何
が
何
だ
か
分

か
ら
な
い
う
ち
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
そ
の
後
は
特
に
英
語
の
勉

強
に
力
を
入
れ
た
と
い
う
思
い
出
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
楽
し
い
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

に
予
定
の
時
間
は
ア
ッ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
講
師
へ
の
質
問
が
始
ま
り
ま

し
た
。
　
「
滑
り
易
い
雪
は
…
」
と
か

「
け
が
や
ス
ラ
ン
プ
の
時
は
ど
う
す

る
の
か
」
　
「
好
き
な
食
べ
物
は
？
」

　
　
　
　
　
、
キ
．
・
軸

▼どっちがどっち？

な
ど
身
近
な
質
問
に
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
親
切
に
答
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
と
し
て

兄
健
司
氏
は
「
来
年
の
世
界
選
手
権

で
は
ぜ
ひ
金
メ
ダ
ル
を
…
そ
し
て
、

再
来
年
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も

金
メ
ダ
ル
を
狙
い
ま
す
」
と
宣
言
。

　
弟
の
次
晴
氏
は
「
一
位
を
取
っ
た

こ
と
が
な
い
の
で
狙
い
た
い
が
、
そ

れ
よ
り
、
一
度
だ
け
で
も
兄
を
越
え

た
い
」
と
語
り
「
も
う
じ
き
鉄
道
も

開
通
し
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

ぜ
ひ
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
結

び
ま
し
た
。

　
『
ク
ロ
カ
ン
王
国
松
代
』
の
灯
を

と
も
し
続
け
る
よ
う
、
こ
の
講
演
を

活
か
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

▲双子の荻原兄弟に松代中3年の池田敦君と

　渉君の双子の兄弟から花束が贈られました。

　写真は左から

　健司騒兄）渉君（弟）敦君（兄）次晴騒弟）

シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ

推
進
事
業
と
億

　
平
成
七
隼
度
新
潟
県
教
育
摩
保
健

体
育
課
の
新
規
事
業
で
、
今
年
度
鐙

髭
華
欝
を
迎
鑑
ま
す
。
議
年
間
、
県

の
補
勤
（
年
闘
叢
百
万
円
）
を
受
け

な
が
鎧
指
定
さ
れ
だ
ス
選
ー
ツ
の
振

興
を
図
る
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
眸
隼
．
県
董
蕊
鐙
叢
市
町
村
の
中

懸
璽
帝
町
村
が
護
の
事
業
に
指
建
さ

羅
諜
難
灘
。
松
代
町
の
タ
ロ
蒸
カ
ン

篠
導
ー
蒸
灘
ー
の
ほ
か
、
栃
羅
斎
の

剣
道
、
津
絹
町
の
潔
ー
ト
、
六
日
町

の
灘
驚
ー
、
吉
田
町
の
水
泳
饗
す
。

蓬
の
指
建
縫
よ
糧
、
繋
ユ
議
ア
選
手

の
脊
成
強
化
、
表
套
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
健
な
お
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
矯
、

き
る
ま
う
健
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
初
隼
度
と
な
っ
た
昨
年
は
、

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
滝
監
督
古
葉
竹

識
概
の
講
演
会
鴇
耐
え
て
勝
つ
巳
を

開
催
．
野
球
協
会
を
始
め
多
数
の
参

加
鐙
会
場
は
満
翼
で
し
た
。

　
本
華
度
は
、
現
役
オ
絃
ン
ピ
ッ
ク

選
手
無
憂
野
布
の
北
野
建
設
ス
キ
ー

部
緯
所
属
輩
る
、
荻
原
健
司
・
次
晴

慈
轟
鑑
海
外
遠
穫
や
強
化
合
宿
な
ど

忙
難
騨
索
を
都
合
を
つ
け
て
お
い
で

麟
た
だ
き
ま
し
た
。
‘
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盛
り
上
が
っ
た
ゾ
！
『
須
川
展
也

　
　
　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
』

　
八
月
十
日
の
土
曜
日
か
ら
三
日
間

清
水
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
世

界
的
に
活
躍
す
る
サ
ク
ス
フ
ォ
ー
ン
　
　
　
　
！

奏
者
の
須
川
展
也
さ
ん
を
迎
え
て
、
剣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

れ
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
練

　
今
年
は
、
過
去
最
高
の
四
十
九
名
　
　
　
　
▼

の
受
講
生
が
県
内
各
地
か
ら
集
ま
り

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
地
元
中
学
生

や
、
新
た
に
松
代
・
松
之
山
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
講
師
を
加
え
、
総
勢
七

十
名
の
方
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

集
い
ま
し
た
。

▲ボランティアも大活躍

　
三
日
間
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
受
講
生

の
レ
ッ
ス
ン
と
と
も
に
、
十
日
夜
に

須
川
展
也
・
小
柳
美
奈
子
夫
妻
に
よ

る
「
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
旧
儀
明

小
学
校
で
行
い
ま
し
た
。
終
了
後
、

缶
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
談
笑
す
る
な
ど

な
ご
や
か
な
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
十
一
日
に
は
フ
ァ
イ

ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
松
代

中
学
校
吹
奏
学
部
に
よ
る
成
果
発
表

と
、
講
師
指
導
者
十
名
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の

体
育
館
は
百
六
十
席
用
意
し
た
椅
子

は
満
席
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
や
マ
リ

　
公
民
館
で
は
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
中
心
の
世
田
谷
福
祉
祭
り
、
通

称
『
世
田
谷
雑
居
祭
』
に
、
町
の
子

ど
も
達
と
一
緒
に
参
加
し
た
い
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

《
期
日
》
十
月
五
日
㊤
～
六
日
⑤

《
場
所
》
世
田
谷
区
羽
根
木
公
園

　
　
　
　
参
加
者

　
　
　
　
　
　
募
集
銘

《
対
象
》
高
校
生
以
上
一
般
の
男
女

《
宿
泊
》
世
田
谷
区
青
年
の
家

《
締
切
》
九
月
二
十
五
日
㊧

《
問
い
合
わ
せ
》

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　
社
会
教
育
係
　
暦
七
r
二
三
〇
一

〈旧儀明小学校にて

▼出前コンサート

ン
バ
の
音
に
堪
能
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
講
師
を
囲
ん
で
の
交
流

会
や
、
星
座
観
察
会
も
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
を
支
え
た
ス
タ
ッ
フ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

》
昨
年
世
田
谷
青
年
の
家
で

サ
サ
　
ユ
　
リ

　
松
代
町
に
は
ユ
リ
科
の
植
物
は
豊

富
に
あ
り
ま
す
。
春
の
使
者
と
も
い

う
べ
き
カ
タ
ク
リ
や
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
バ

カ
マ
も
ユ
リ
科
で
す
し
、
ヤ
マ
ア
ス

パ
ラ
と
い
っ
て
山
菜
の
女
王
と
し
て

人
気
の
高
い
シ
オ
デ
も
ユ
リ
科
。

　
そ
ん
な
中
で
、
本
当
の
ユ
リ
（
百

合
）
ら
し
い
ユ
リ
の
走
り
は
「
サ
サ

ユ
リ
」
と
い
う
美
し
く
も
お
と
な
し

い
山
乙
女
の
風
情
を
た
た
え
た
ユ
リ

が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
福
島
で
は
こ
の
サ
サ
ユ
リ

の
群
生
地
が
あ
り
『
福
島
村
ふ
る
さ

と
文
化
を
守
る
会
』
の
会
員
の
皆
さ

ん
が
保
存
番
号
を
書
い
た
標
柱
を
た

て
て
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
薄
い
ピ
ン
ク
色
の
清
楚
な
花
は
、

誰
も
そ
の
魅
力
に
取
り
愚
か
れ
て
採

取
し
た
く
な
り
ま
す
が
、
こ
の
花
は

美
人
に
あ
り
が
ち
な
繊
細
な
性
質
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
山
か
ら
庭
に

移
植
し
て
も
決
し
て
育
ち
ま
せ
ん
。

や
は
り
山
の
自
然
の
中
で
た
っ
ぷ
り

鑑
賞
す
る
な
り
、
カ
メ
ラ
に
収
め
る

な
り
し
て
、
決
し
て
こ
い
だ
り
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
サ
ユ
リ
は
、
葉
が
笹
に
良
く
似

て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
辺
で
は
六
月
下
旬
か
ら

七
月
上
旬
に
か
け
て
咲
き
、
ユ
リ
と

し
て
は
早
い
時
期
な
の
で
ワ
セ
ユ
リ

と
か
梅
雨
時
に
咲
く
の
で
サ
ズ
イ
ユ

リ
と
も
呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
別

名
サ
ユ
リ
と
も
い
い
、
女
の
人
の
名

前
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
五
月

（
さ
つ
き
）
に
咲
く
ユ
リ
の
意
味
か

ら
と
か
。

　
こ
の
花
が
咲
き
終
る
と
ヤ
マ
ユ
リ

や
コ
オ
ニ
ユ
リ
が
咲
き
始
め
ま
す
。

》
自
然
豊
か
な
福
島
に

　
　
咲
く
サ
サ
ユ
リ

　
手
前
は
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
バ
カ
マ
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生活瑚がかカる一票
　　　　　は’ヒ‘・さ7う、φう

？薮護雛
　街　　　 1＿．1重え

髄よ1鱗を！
明る撚選挙驚

（
へ
よ

有権者数は
　　　　　3，915人

贈らない！

　求めない！

受～うとらない！

（平成8年9月2日現在）地区別有権者数

た
と
え
ぱ

老
後
が

宏
杷
し
て

　
づ
ぜ
ク

福
祉
が

髪
そ
∪
多

物
坊

つ
，
O

触舞　　・〃
毅㌘轡・だ藩

8，灌，輸

　
九
月
二
日
に
選
挙
人
名
簿
の
定
時

登
録
が
行
わ
れ
、
新
し
い
有
権
者
数

（
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
）
が
確
定

し
ま
し
た
。
有
権
者
数
は
三
、
九
一
五

人
で
、
昨
年
よ
り
二
十
八
人
（
男
五

人
、
女
二
十
三
人
）
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
左
の
表
参
照
）

　
今
年
は
、
十
月
三
日
に
告
示
さ
れ

二
十
日
が
投
票
日
の
新
潟
県
知
事
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
岨
に
ま

沁表老
謬
ぱ
な
き
や

を
、
つ
職

　
だ
ち
の

住
箔
に

カ
か
め
つ
て

く
汐
か
、
吻

ノ
象
！
課
が

柔
　
ぬ

時
期
は
確
定
し
ま
せ
ん
が
、
新
し
い

選
挙
制
度
の
も
と
、
衆
議
院
議
員
選

挙
も
行
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
選
挙
は
民
主
主
義
の
根
幹
と
い
わ

れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
い
た
る
と

こ
ろ
で
国
や
地
方
公
共
団
体
の
政
治

と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
政
治
に
関
心
を
持
ち

選
挙
の
時
は
棄
権
の
な
い
よ
う
、
皆

さ
ん
揃
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が

　
　
死
亡
し
た
時
は
、
速
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
届
け
出
を
し
ま
し
よ
う
。

　
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金

老
齢
福
祉
年
金
な
ど
、
年
金
を
受
け

て
い
る
人
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
遺

族
の
人
な
ど
が
「
年
金
受
給
者
死
亡

届
」
に
年
金
証
書
と
死
亡
の
事
実
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

（
戸
籍
等
）
を
添
え
て
、
町
役
場
の

＝＝鳳』■に

目民年盒

）

年
金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
死
亡
届
が
遅
れ
た
り
、
提
出
を
忘

れ
た
り
し
て
い
る
と
、
死
亡
し
た
以

降
も
年
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
年
金
を
お
返
し

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
金

を
受
け
て
い
る
人
が
死
亡
し
た
と
き

は
、
速
や
か
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
分
ま

で
支
払
わ
れ
ま
す
。
未
払
分
が
あ
る

場
合
は
、
遺
族
の
人
が
「
未
支
給
年

金
」
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
速
や
か
に
請
求
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

集落名 男 女 計

松　　代 520 597 1，117

小荒戸 41 43 84

太　　平 49 49 98

菅　　測 38 38 76

田　　沢 36 36 72

小屋丸 6 6 12

地之畑 23 23 46

下　　山 27 29 56

千　　年 82 86 168

池　　尻 17 17 34

会　　沢 29 27 56

清　　水 20 19 39

桐　　由 19 14 33

蓬　　平 88 81 169

東　　幽 8 12 20

海　　老 29 29 58

犬　　伏 103 105 208

孟　　地 36 33 69

締桐幽 11 8 19

滝　　沢 15 16 31

中　　華 5 6 11

苧　　島 38 37 75

囲野念 62 70 132

繍　　納 21 20 41

薦　　平 39 40 79

謬　　田 36 38 74

名　　平 8 10 18

蒲　　生 93 107 200

儀　　明 92 103 195

福　　島 31 39 70

黍良叢 14 18 32

窒　　野 163 181 344

竹　　所 16 14 30

練 38 46 84

塞鞠田原 31 34 65

誰 1，884 2，031 3，915
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計
画
外
流
通
米
の
届
出
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
査
手
続
に
つ
鱒
て

　
昨
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
食
糧
法

と
改
正
農
産
物
検
査
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
生
産
者
は
、
計
画

出
荷
米
（
自
主
流
通
米
と
政
府
米
）

以
外
の
米
（
計
画
外
流
通
米
）
を
売

り
渡
す
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の

数
量
を
農
林
水
産
大
臣
に
届
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
書
は
、
直

接
ま
た
は
農
協
な
ど
を
経
由
し
て
食

糧
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
希
望
仁
応
じ
て
検
査
も
受

1
　
　
　
●
　
　
　
1
　
　
　
●
　
　
　
1
　
　
　
●
　
　
　
！
　
　
　
●
　
　
　
1
　
　
　
●
　
　
　
1
　
　
　
●
　
　
　
1
　
　
　
●

　
十
日
町
広
域
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー

は
、
八
月
か
ら
労
働
省
の
委
託
事
業

と
し
て
、
労
働
者
五
十
人
未
満
の
事

業
場
の
皆
様
の
健
康
相
談
事
業
を
始

め
ま
し
た
。

　
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
で
お
困
り

の
方
、
健
康
診
断
の
結
果
や
成
人
病

な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
、
そ
の
他
、

医
療
全
般
に
つ
い
て
医
師
が
親
切
に

相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
会
場
】
　
松
代
町
役
場

【
相
談
日
】
　
（
八
月
は
終
了
）

・
十
月
二
十
四
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
十
一
時
半

　
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
直
接
ま

　
た
は
、
第
一
種
登
録
出
荷
取
扱
業
者

　
　
（
農
協
や
集
荷
商
人
）
に
委
託
し
て

　
検
査
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
【
検
査
の
手
続
き
】

　
囹
計
画
外
流
通
米
の
検
査
を
希
望
さ

　
　
れ
る
方
は
、
事
前
に
食
糧
事
務
所

　
　
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
囹
検
査
請
求
は
検
査
請
求
書
で
行
い

　
　
農
産
物
検
査
印
紙
に
よ
り
手
数
料

　
　
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
囹
検
査
は
、
農
産
物
検
査
官
が
行
い

●
　
　
　
［
　
　
　
●
　
　
　
i
　
　
　
●
　
　
　
1
　
　
　
●
　
　
　
1
　
　
　
●
　
　
　
1
　
　
　
●
　
　
　
1
　
　
　
●
　
　
　
1
　
　
　
●
　
　
　
1
　
　
　
●

　
・
十
二
月
二
十
六
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
～
三
時
半

　
・
二
月
二
十
七
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
～
三
時
半

　
　
【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　
十
日
町
地
域
広
域
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
智
〇
二
五
五
ー
五
二
i
五
九
八
○

知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
被
害
に
遭

っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も

納
得
で
き
な
い
．

　
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
検
察

官
の
し
た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど

　
そ
の
結
果
を
証
明
し
ま
す
。
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
留
意
事
項
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

囹
検
査
受
付
の
条
件
は
、
計
画
出
荷
　
．

　
米
と
同
様
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
●

囹
生
産
者
が
、
直
接
ま
た
は
代
理
人
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
に
委
託
（
委
任
状
が
必
要
）
し
て
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
検
査
請
求
を
行
う
場
合
は
、
銘
柄
　
一

　
検
査
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

囹
売
買
取
引
業
者
な
ど
が
、
生
産
者
　
・

　
か
ら
未
検
査
の
計
画
外
流
通
米
を
　
一

　
買
っ
て
検
査
請
求
を
行
う
場
合
は
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
銘
柄
検
査
は
行
い
ま
せ
ん
。
　
　
　
一

囹
受
検
品
の
配
列
や
、
仕
分
け
作
業
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
な
ど
の
経
費
は
、
検
査
請
求
者
の
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
負
担
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
食
糧
事
務
所
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
ー
．
1
．
1
．
1
．
ー
．
1
．
1
．
⊥

う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て
「
検
　
．

察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
・

　
検
察
審
査
会
で
は
、
十
一
人
の
審
　
●

査
員
が
こ
の
審
査
を
し
ま
す
。
審
査
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
　
一

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
あ
な
た
も
　
い
つ
か
審
査
員
に
選
　
●

ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
時
に
は
、
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご
　
一

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

【
お
問
い
合
わ
せ
】
　
　
　
　
　
　
　
・

上
越
市
大
手
町
一
i
二
六
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
新
潟
地
方
裁
判
所
山
口
同
田
支
部
内
　
一

　
暦
〇
二
五
五
ー
二
四
ー
五
一
六
〇
　
．

特
別
児
童

　
　
　
　
　
撲
養
手
当
と
は

　
精
神
ま
た
は
身
体
が
障
害
の
状
態

（
政
令
で
定
め
る
程
度
以
上
）
に
あ

る
二
十
歳
未
満
の
児
童
に
つ
い
て
、

児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
精
神

ま
た
は
身
体
に
別
表
に
該
当
す
る
程

度
の
障
害
を
有
す
る
児
童
を
監
護
し

て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
対
象
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
を

　
有
し
な
い
と
き

②
対
象
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と

　
す
る
公
的
年
金
（
障
害
児
福
祉
手

　
当
は
年
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
を

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
（
母

　
子
寮
、
保
育
所
、
通
園
施
設
を
除

　
く
）
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き

　w♂」

W
ξ．、～

獅
舞

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
へ
“

ノ

　
　
硝
。

戸、・」∠

手
当
を
受
け
る
手
続
き

　
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
の
認

定
請
求
に
基
づ
い
て
支
給
し
ま
す
の

で
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
住
所
地
の

市
町
村
福
祉
担
当
窓
口
へ
、
次
の
書

類
を
添
え
て
請
求
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
〈
添
付
書
類
〉

①
請
求
者
、
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

（
外
国
人
の
方
は
登
録
済
証
明
書
）

②
世
帯
全
員
の
住
民
票

（
続
柄
・
本
籍
が
わ
か
る
も
の
）

③
診
断
書

（
用
紙
は
市
町
村
窓
口
で
も
ら
い
、

　
医
療
機
関
で
診
断
を
受
け
る
）

④
印
鑑
、
そ
の
他
必
要
な
書
類

（
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合
の
申

　
立
書
な
ど
）

※
　
な
お
、
療
育
手
帳
（
A
判
定
）

　
を
所
有
し
て
い
る
方
は
診
断
書
を

　
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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「
食
」
に
つ
い
て

　
　
　
考
え
る

》
総
合
健
診
「
食
」

以0％

暑の胸

by食推
＆栄養士

　
健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の

の
一
つ
と
し
て
「
食
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
食
」
の
面
を
通
し
、
地
域
で

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
食
生
活

改
善
推
進
員
（
食
推
）
の
皆
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
こ
の
食
推
さ
ん
が
毎
年
総
合
健
診

時
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
保
健
婦
・

栄
養
士
と
は
ひ
と
味
違
う
視
点
で
健

康
づ
く
り
を
普
及
し
て
い
ま
す
。
受

診
さ
れ
た
方
も
、
近
所
の
お
母
さ
ん

方
が
い
る
と
こ
ろ
で
、
ホ
ッ
と
一
息

つ
け
る
場
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
度
は
『
健
康
は
毎
日
の
食
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

コ
ー
ナ
ー

　
　
食
食
食
々
ま

難　
　
毎
2
ー
時
時

難　
　
團
國
皿
圏
翻
□

8．9

4．4％

8％　『0％
6％

2％

13．

17．

か
ら
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
。

①
蛋
白
質
・
o
o
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
は
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
入
り
の

麦
茶
を
受
診
に
来
ら
れ
た
方
に
試
食

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
良
質
な
蛋

白
質
と
、
吸
収
率
の
良
い
カ
ル
シ
ウ

ム
を
含
む
ミ
ル
ク
に
お
茶
を
混
ぜ
る

こ
と
で
手
軽
に
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
か
ら
、
②
塩
分
の
取
り
過
ぎ

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

現
状
を
把
握
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
質
問
内
容
は

「
食
卓
に
漬
物
が
一
品
料
理
と
し
て

あ
り
ま
す
か
」
で
し
た
。
回
答
し
て

い
た
だ
い
た
方
は
八
八
六
名
で
す
。

　
　
　
　
筋

　
　
　
　
引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

13．7％

II．6％

40歳 　
　
こ

　
　
帽
。
一
。
一
一
。
。
§
　
　
乳

　
　
の
ロ
　
ロ
ロ
　
し
　

　
　
　
ロ
ロ
タ
　
ロ
ロ
　
じ
　
　
ラ

饗
　
…
㎜
…
…
㎜
…
…
…
皿
皿
㎜
㎜
…
…
　

12．6％

12．6％

　
昔
よ
り
も
塩
っ
ぱ
い
も
の
を
食
べ

な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
毎
食
、
食

卓
に
漬
物
が
あ
る
人
が
ど
の
年
代
を

み
て
も
一
番
多
い
で
す
。
漬
物
が
あ

る
と
食
が
す
す
む
人
も
い
ま
す
が
、

食
べ
る
量
を
少
し
気
に
し
て
、
塩
分

の
取
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

》　
犬
伏
裸
祭
り

く

際》）の1コマ

8月から9月にかけて

各地で祭りがありました。

》　
松
代
し
ち
ん
ち
祭
り

く
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　市
　川
　副
　団
消長
防に
団
員

功
績
章

JAしぶみ
園芸部会

▲県消防大会で知事（右）から代表受領

「
夏
秋
な
す
」
の

　
八
月
二
十
五
日
、

寺
泊
町
の
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
第
四

十
七
回
新
潟
県
消
防

大
会
が
開
催
さ
れ
、

席
上
、
県
知
事
・
消

防
協
会
長
な
ど
に
よ

る
表
彰
式
が
行
わ
れ

松
代
町
消
防
団
の
市

川
嘉
吉
副
団
長
が
、

代
表
受
領
の
大
任
を

栽
培
で
表
彰

　
J
A
し
ぶ
み
園
芸
部
会
（
代
表
者

松
代
町
太
平
相
沢
政
喜
氏
）
が
園
芸

優
良
産
地
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
潟
県
園
芸
生
産
物
供

給
基
地
確
立
運
動
の
一
環
と
し
て
、

県
内
で
特
に
先
導
的
な
優
良
モ
デ
ル

産
地
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

し
ぶ
み
園
芸
部
会
の
栽
培
・
出
荷
技

術
、
集
出
荷
体
制
の
整
備
、
災
害
互

助
制
度
や
価
格
安
定
基
金
制
度
な
ど

果
た
し
ま
し
た
。

　
市
川
副
団
長
は
、
昭
和
四
十
一
年

か
ら
二
十
年
間
に
渡
り
副
分
団
長
な

ど
消
防
団
に
携
わ
り
、
昭
和
六
十
二

年
に
県
知
事
な
ど
か
ら
二
十
年
精
勤

章
を
受
け
て
一
時
退
職
。
そ
の
後
、

人
柄
と
人
望
、
消
防
に
か
け
る
熱
意

を
買
わ
れ
、
平
成
四
年
度
か
ら
松
代

町
消
防
団
副
団
長
に
就
任
。
団
員
の

教
育
訓
練
や
火
災
予
防
の
指
導
、
綿

密
な
計
画
の
も
と
消
防
力
の
向
上
に

の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
表
彰
式
は
、
七
月
二
十
五
日
中
条

町
で
開
催
さ
れ
た
新
潟
県
園
芸
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
行
わ
れ
、
県
知
事
か

▲喜びの相沢さん（中条町で）

ら
園
芸
部
会
長
の
相
沢
さ
ん
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
外
に
誇
れ
る
「
松
代
の
な
す
」

と
し
で
、
さ
ら
に
発
展
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

日
夜
貢
献
さ
れ
、
県
知
事
と
新
潟
県

消
防
協
会
長
か
ら
功
績
章
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
市
川
副
団
長
が
授
与
さ
れ

た
功
績
章
は
、
消
防
の
改
善
発
達
に

特
段
の
功
績
が
あ
っ
た
も
の
に
贈
ら

れ
ま
す
。
当
日
の
県
知
事
表
彰
は
県

内
で
百
四
十
九
名
、
消
防
協
会
長
表

彰
は
二
百
五
十
名
で
し
た
。
な
お
、

松
代
町
消
防
団
二
十
年
勤
続
精
勤
章

は
八
名
、
十
年
勤
続
精
勤
章
は
十
四

名
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
急
を
要
す
る
災
害
や
、
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
住
宅
火
災
に
消
防
団
の
皆

様
の
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ル
新
潟
県

一

赤
公
認
審
判
員

紳
四
名
誕
生
！

　
こ
の
度
、
町
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛
好
者
の
中
よ
り
、
四
名
の
方
が
県

の
公
認
審
判
員
の
検
定
に
合
格
さ
れ

ま
し
た
。
お
名
前
は
次
の
と
お
り
で

す
。
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

五
十
嵐
郁
子
（
松
代
・
原
田
屋
）

佐
藤
民
子
（
室
野
・
み
ち
さ
き
）

富
澤
正
司
（
太
平
・
か
つ
え
ん
）

小
堺
国
彦
（
儀
明
・
じ
ょ
う
し
ゅ
う
）

　
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
（
事
務
局
・
石
口
）

　　　　　　　　用　　　　　　効　　　　の繋緑

風邪から

成人病予防まで

　
健
康
飲
料
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
お
茶
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
何
よ
り
の
健
康
茶
と
し
て

改
め
て
見
直
さ
れ
て
い
る
の
は
、
私

た
ち
日
本
人
に
最
も
な
じ
み
の
深
い

緑
茶
で
す
．

　
昔
か
ら
「
お
茶
や
さ
ん
は
風
邪
を

ひ
か
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

緑
茶
に
は
風
邪
や
動
脈
硬
化
の
予
防

に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン
C
を
は
じ
め
、

各
種
の
ビ
タ
ミ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
で
す
。
ま
た
、
フ
ッ
素
化
合
物

が
豊
富
な
た
め
、
虫
歯
の
予
防
に
も

役
立
ち
ま
す
。
お
茶
で
口
を
ゆ
す
い

だ
り
、
う
が
い
を
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
マ
ナ
ー
の
上
で
は
は
し
た
な
い

行
為
と
さ
れ
そ
う
で
す
が
、
実
は
虫

歯
や
口
臭
の
防
止
に
は
十
分
に
意
味

の
あ
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
更
に
、
緑
茶
の
渋
み
成
分
で
あ
る

カ
テ
キ
ン
と
い
う
成
分
に
も
、
歯
を

強
く
し
、
虫
歯
の
原
因
と
な
る
雑
菌

を
殺
す
作
用
が
あ
り
ま
す
。
実
は
近

年
、
緑
茶
が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
理
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体
育
協
会
長

文
化
協
会
長

　
町
の
体
育
協
会
長
、
及
び
町
文
化

協
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
柳
一
郎

氏
（
松
代
・
し
ん
た
く
）
が
、
八
月

十
三
日
午
前
八
時
五
分
、
胸
膜
炎
の

た
め
県
立
十
日
町
病
院
で
死
去
さ
れ

柳ま
し
た
。

一
郎
氏

　
柳
氏
は
、

福
井
師
範
学
校
を
卒
業
後
、

小
学
校
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
が
十
二

月
か
ら
兵
役
に
召
集
、
そ
し
て
敗
戦
。

　
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
後
、
昭
和
二
十

三
年
か
ら
六
年
余
り
新
制
松
代
中
学

校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
、
野
球
部
で
は

郡
大
会
・
地
区
大
会
で
優
勝
、
上
越

大
会
で
も
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
十
日
町
市
の
中
条
中
学

校
、
鐙
島
小
学
校
を
経
て
昭
和
四
十

享
年
七
十
五
歳
で
し
た
。

　
昭
和
十
六
年
三
月
末
、

　
　
　
　
　
　
　
中
国
の

死
去

六
年
か
ら
六
年
間
、
校
長
と
し
て
北

山
小
学
校
の
校
舎
内
外
の
環
境
整
備

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治

大
正
、
昭
和
と
父
子
三
代
の
教
育
者

と
し
て
も
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
五
十
二
年
か
ら
は
十
日
町
市
馬
場

小
学
校
長
と
し
て
四
年
間
勤
務
し
、

学
校
ス
キ
i
場
な
ど
体
育
施
設
建
設

や
、
地
域
一
体
で
取
り
組
ん
だ
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
の
建
設
に
尽
力
。
ま
た
、

剣
道
の
指
導
や
選
手
（
七
段
）
と
し

て
の
功
績
に
、
昭
和
五
十
三
年
同
市

よ
り
体
育
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
校
長
を
退
職
し
た
昭
和
五
十
六
年

度
か
ら
社
会
教
育
委
員
、
そ
し
て
、

五
十
九
年
度
か
ら
は
前
年
に
完
成
し

た
総
合
体
育
館
の
体
育
館
運
営
審
議

会
委
員
、
六
十
三
年
度
か
ら
は
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
と
し
て
活
躍
。

　
ま
た
、
剣
道
連
盟
の
会
長
や
青
少

年
健
全
育
成
町
民
会
議
の
副
会
長
、

そ
し
て
、
平
成
五
年
度
か
ら
は
町
の

体
育
協
会
と
文
化
協
会
の
両
会
長
を

務
め
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
振
興
、

社
会
教
育
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
葬
儀
は
、
八
月
十
八
日
午
前
九
時

か
ら
松
代
の
少
林
寺
に
お
い
て
、
と

り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　　　道剣

悲
し
み
を
乗
り
超
え
て

　
八
月
二
十
五
日
、
全
日
本
剣
道
連

盟
認
定
の
昇
段
審
査
が
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
の
小
千
谷
市
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
松
代
中
二
年
生
で
町

の
剣
道
教
室
に
通
う
四
人
の
剣
士
が

見
事
初
段
に
合
格
し
ま
し
た
。

　
合
格
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

関
谷
　
俊
君
（
松
代
・
ご
ん
ね
ん
）

宮
沢
秀
志
君
（
松
代
・
だ
い
も
ん
）

大
野
正
博
君
（
千
年
・
二
枚
田
）

柳
貴
史
君
（
犬
伏
・
り
ん
ね
ん
）

の
四
人
。
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
，
一
・
二

年
生
か
ら
剣
道
教
室
に
通
い
始
め
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
各
種
剣
道
大
会

で
は
個
人
戦
・
団
体
戦
で
大
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
故
柳
一
郎
剣
道
連
盟
会
長
の
突
然

の
計
報
を
乗
り
越
え
て
得
た
今
回
の

初
段
合
格
を
契
機
に
、
今
後
も
力
を

合
わ
せ
て
剣
道
教
室
を
盛
り
立
て
、

活
躍
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

由
の
多
く
は
こ
の
カ
テ
キ
ン
に
あ
り

ま
す
。
カ
テ
キ
ン
に
は
、
食
中
毒
菌

な
ど
の
殺
菌
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
防
止
の
ほ
か
、

高
血
圧
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
を

予
防
す
る
働
き
が
あ
る
の
で
す
。

　
更
に
、
細
胞
の
突
然
変
異
を
抑
制

す
る
作
用
が
あ
る
た
め
、
が
ん
の
発

生
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
お
茶
の
生
産
で
知
ら
れ

る
静
岡
県
の
が
ん
死
亡
率
は
全
国
に

比
べ
て
低
く
、
特
に
県
内
有
数
の
生

産
地
域
で
は
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

が
全
国
平
均
の
四
分
の
一
程
度
と
い

う
デ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
効
用
は
、

す
ぐ
に
現
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
大
き
な
効
果
を
期
待
す

る
あ
ま
り
無
理
に
た
く
さ
ん
飲
ん
で

も
、
そ
れ
を
長
続
き
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
飲
む
量
や
濃
さ
を
自

分
の
好
み
に
合
わ
せ
、
香
り
と
味
を

楽
し
み
な
が
ら
、
緑
茶
の
飲
用
を
習

慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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O

伊沢会の

　潮干狩り

松山　利英
（犬伏・沖の原）

東京都足立区在住

　
快
晴
と
ま
で
は
行
か
な
い
が
天
気

は
晴
れ
だ
。
両
国
国
技
館
前
に
は
、

続
々
と
仲
間
が
集
ま
っ
て
き
た
。
今

日
「
六
月
三
十
日
」
は
待
望
の
伊
沢

会
の
潮
干
狩
り
の
日
で
あ
る
。

　
二
十
三
日
ま
で
傘
マ
ー
ク
だ
っ
た

の
で
心
配
し
て
い
た
が
、
初
め
て
の

屋
外
イ
ベ
ン
ト
に
天
気
も
味
方
し
て

く
れ
た
よ
う
だ
。
定
刻
の
八
時
半
に

全
員
で
写
真
を
撮
り
、
バ
ス
に
乗
り

込
む
。
早
朝
な
の
に
夕
べ
か
ら
の
続

き
か
赤
い
顔
を
し
て
ご
機
嫌
の
人
も

居
る
。
こ
れ
は
車
中
賑
や
か
に
な
る

な
あ
と
内
心
喜
ん
だ
。

　
参
加
者
は
、
大
人
三
十
一
名
、
子

ど
も
六
名
の
計
三
十
七
名
で
出
発
だ
。

塩
崎
セ
イ
子
さ
ん
に
車
中
の
司
会
進

行
を
お
願
い
し
、
会
長
を
は
じ
め
何

人
か
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
バ
ス
は

一
般
道
か
ら
高
速
へ
と
入
る
。
飲
み

物
も
用
意
し
た
が
、
い
ま
一
つ
冷
え

て
な
く
、
そ
の
分
「
名
酒
八
海
山
」

が
す
ぐ
に
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
自
己
紹
介

と
な
り
、
ユ
ー
モ
ア
と
ジ
ョ
ー
ク
が

入
り
大
変
賑
や
か
だ
。
二
時
間
あ
ま

り
で
目
的
地
牛
込
海
岸
だ
。
た
く
さ

ん
の
人
が
来
て
い
る
。
海
の
家
に
入

り
、
各
自
手
荷
物
を
置
き
、
着
替
え

て
早
速
「
潮
干
狩
り
」
の
開
始
だ
。

　
わ
が
家
も
初
め
て
の
潮
干
狩
り
。

、
、
ー
鞠
1
、
馳
、
』
、
馳
、
ー
、
殉
噺
馳
、
亀
噺
ー
、
亀
、
鞠
、
1
、
亀
、
塵
、
専
陶
』
、
隔
噺
』
も
亀
』
1
噺
陰
、
1
噺
』
、
鞠
噺
ー
、
馳
噺
ー
、
亀
鴨
1
、
陰
隔
ー
、
ー
噺
ー
、
曝
、
1
、
睦
ち
ー
、
階
、
亀
』
』
馬
亀
陶
ー
、
隔
㌧
ー
亀
』
、
鞠
噺
』
、
魎
、
』
、
鞠
噺
隔
、
亀
㌧
1
、
閣
、
ー
、
陰
し
ー
、
－
、
1
馬
亀
・
1
隔
鞠
噺
』
、
馳
、
ー
、
軸
、
』
、
贈
噂
1
、
鞠
、
1
鴨
亀
㌧
1
、
亀
、
亀
、
ー
亀
亀
、
1
隔
』
㌧
馳
噛
ー
、
軸
噺
ー
、
－
魅
ー
、
隔
魅
1
、
隔
、
鞠
、
亀
、
ー
、
臨
鴨
ー
、
ー
鴨
亀
㌧
』
『
睦
、
ー
、
ー
、
ー
噛
1
、
亀
、
鴫

置

東京　　恕卿

だより

9／14広報委員会　県人会館

　　座談会「ほくほく線開通

　　に思うJ会報第六号収録
　　各地区より出席
9／17企画委員会　県人会館

　　　・募金状況と諸対策

　　　・ハトバス最終打合わせ

　　　・会報第六号について

　　　・平成9年度事業計画等

趣味の会．

7／22ゴルフ　福島白川高原cc

　　優勝　関谷恒久氏㊧10名

9／1カラオケ準備委員会

　　場所　関谷孝幹事長宅

　　世話人代表　片山徳重

　　　　　　盈045－501－5984

9／8ハゼ釣り大会（東京湾）

＊。：、るさとヘキノコ採りに＊

【日時】　10月2日㊧～3日㊦

【集合場所】J　R信濃町駅

　　　千日谷会堂前8時30分
【宿泊】松之山温泉「凌雲閣」

【会費】22，000円出発時に徴収

【参加資格】9月20日までに下

記宛電話での申込者に限る。

関谷徳次郎　自費03－3351－5213

　　　　　会暦03－3408－0341

高橋　秀夫　自智0462－53－8158

篠原　武一　自盈03－3934－4568

道
具
を
も
っ
て
ウ
キ
ウ
キ
と
海
辺
へ

急
ぐ
。
他
の
グ
ル
ー
プ
の
人
達
が
、

た
く
さ
ん
採
っ
て
上
が
っ
て
く
る
。

海
辺
は
広
い
。
当
り
が
な
い
と
場
所

を
変
え
る
。
ザ
ク
ザ
ク
と
ク
マ
手
に

引
っ
か
か
る
。
大
人
も
子
ど
も
も
夢

中
に
な
る
。
二
時
に
帰
る
予
定
な
の

で
、
そ
の
間
に
各
自
で
食
事
と
い
う

設
定
。
わ
が
家
は
十
二
時
過
ぎ
に
上

が
っ
た
。
ア
サ
リ
は
小
粒
だ
が
ま
あ

ま
あ
採
れ
た
方
だ
。

　
海
の
家
へ
戻
る
と
、
も
う
何
組
か

が
食
事
を
兼
ね
て
一
杯
飲
っ
て
い
る
。

我
々
も
冷
え
た
ビ
ー
ル
で
乾
杯
だ
。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
中
に
時
間
は

過
ぎ
、
バ
ス
に
集
ま
り
二
時
過
ぎ
に

は
楽
し
か
っ
た
海
辺
を
後
に
帰
途
に

つ
く
。
今
日
の
た
め
に
と
の
頂
き
物

ジ
ャ
ン
ケ
ン
方
法
で
当
て
っ
こ
し
て

喜
ん
で
頂
い
た
。
み
ん
な
疲
れ
て
寝

て
し
ま
う
帰
り
か
と
思
っ
て
い
た
が

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
ま
た
盛
り
上
が
る

　
到
着
間
近
に
、
佐
藤
正
則
氏
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
3
　
1
　
8
　
8
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

o
、
軸
鴨
馳
、
1
鴨
贈
、
鞠
噺
1
、
1
『
』
、
亀
『
1
、
馳
『
ー
、
亀
、
働
、
隔
亀
1
、
隔
、
1
噺
騒
、
鞠
、
睦
、
1
、
剛
隔
亀
、
1
隔
ー
、
1
噺
』
、
亀
噺
ー
、
ー
隔
ヒ
、
1
、
亀
、
ー
噺
馳
、
1
噺
ー
、
亀
噺
ー
、
亀
軸
ー
、
ー
噺
鞠
、
噂
、
亀
、
亀
㌧
鞠
、
ー
覧
亀
、
嚇
、
ー
隔
亀
、
ー
』
隔
、
1
、
賑
覧
亀
、
隔
腎
剛
、
ー
噺
ー
、
亀
噺
ー
、
亀
鴨
聰
、
1
、
陰
、
隔
噺
』
、
贈
鴨
』
、
馳
噺
剛
、
嘔
隔
亀
、
隔
、
亀
、
ー
』
隔
、
剛
噺
』
、
鞠
軸
1
、
1
軸
ー
、
鞠
し
』
、
馳
軸
』
、
専
噛
ー
、
嘔
、
鞠
、
塵
鴨
騙
、
』
、
臨
㌧
ー
噛
ー
魅
鞠
鞠
γ

解
散
の
挨
拶
を
し
て
い
た
だ
き
、
四

時
過
ぎ
、
無
事
国
技
館
前
に
到
着
。

　
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
回

募
集
し
た
中
で
、
参
加
し
た
い
が
、

仕
事
が
あ
る
の
で
と
い
う
方
が
た
く

さ
ん
居
ら
れ
ま
し
た
。
日
曜
日
の
計

画
、
今
後
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
に
寄
付
や
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
実
行
委
員
長
と
し
て
深
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
松
代
会

　
会
報
第
六
号

　
　
原
稿
及
び
広
告
募
集
！

《
原
稿
》
あ
な
た
の
近
況
、
身
近
な

　
　
話
題
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
な
ど

　
※
特
集
「
ほ
く
ほ
く
線
に

　
　
　
　
　
　
　
期
待
す
る
も
の
」

　
・
八
○
○
字
以
内

　
・
ス
ナ
ッ
プ
写
真
歓
迎
し
ま
す
。

《
広
告
》
有
料
。

　
ど
な
た
様
も
ご
掲
載
く
だ
さ
い
。

《
締
め
切
り
》
原
稿
・
広
告
と
も

　
　
平
成
八
年
十
月
十
五
日
（
火
）

《
送
り
先
》
〒
一
〇
一
　
東
京
都

　
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
ー
六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
葉
宛
て

　
し
　
E
O
3
1
3
2
9
4
1
5
2
2
5

　
T
　
㎜
…
0
3
1
3
2
9
1
－
1
9
3
1

《
お
問
い
合
わ
せ
》

　
各
地
区
の
副
会
長
、
ま
た
は
広
報

委
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
東
京
松
代
会
　
広
報
委
員
会
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露
騰
藷
烈

　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
、
　
　
潤
弼
帥
噺

　
　
　
　
　
　
　
ぱ

響お

瀧
難
難
、
銘
耀
鰍

一

　
　
　
　
し
ぶ
み
句
会

サ
イ
ク
リ
ン
グ
楽
し
む
子
ら
や
夏
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

セ
ル
を
着
て
乳
房
は
い
ま
だ
劣
ろ
へ

ず
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

学
校
の
花
壇
当
番
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

花
水
と
い
は
れ
る
喜
雨
を
授
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

笹
百
合
の
ま
た
盗
掘
に
遭
う
て
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

水
打
っ
て
石
燈
籠
の
鮮
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

連
絡
船
島
を
離
る
る
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

朝
露
に
ぬ
れ
穂
孕
み
の
田
を
廻
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

唇
を
立
て
・
餌
を
追
う
金
魚
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

故
郷
の
佛
間
に
寝
れ
ば
水
鶏
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

紫
陽
花
や
庵
主
一
人
の
阿
弥
陀
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

離
農
せ
し
本
家
の
墓
の
草
を
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

　
　
　
蒲
生
句
会

ふ
る
さ
と
へ
合
歓
の
五
之
橋
三
之
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍

夕
立
や
一
人
二
人
と
迎
え
傘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵

水
あ
ふ
る
桶
に
し
ず
み
し
心
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔

兄
弟
の
貌
み
な
同
じ
烏
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕

三
晩
目
も
巣
立
ち
の
つ
ば
め
泊
り
来

夏
山
の
嶺
を
連
ね
て
大
胡
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

法
一
旭
ひ
出
で
し
み
み
ず
干
澗
ぶ
酷
暑
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
雪

鯛
の
遠
く
に
聞
こ
ゆ
句
座
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

糸
を
張
り
傘
さ
し
ト
マ
ト
熟
れ
に
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

　
　
短
　
　
　
歌

木
立
影
黒
づ
み
初
め
し
芝
庭
を

歩
む
に
芝
の
は
や
熱
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
相
道

若
者
の
裸
神
輿
は
勇
ま
し
く

闇
の
川
原
に
飛
沫
あ
げ
た
り

三
日
間
犬
伏
祭
り
は
今
も
尚

活
気
に
満
ち
て
人
酔
い
し
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
栖
　
　
コ
メ

暑
き
夏
去
り
行
か
ん
と
す
空
澄
み
て

高
校
野
球
の
終
幕
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

君
は
は
や
見
知
ら
ぬ
星
か
こ
の
身
に

は
余
駆
に
悲
し
よ
き
月
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
徳
枝

鷹’Ω嚇ん
豊　　　　懸覇し

尤
ε
な
地
繭
履
皇
α
ピ

蓮
ぞ
場
所
？

　
　
　
　
　
諾

　
　
　
　
　
，
．
呼

、
．
欝

そ
う
よ

こ
の
萌
左
り
で
け

＾
パ
ン
屋
¢
ん
の
む
こ
う
の

崖
厩
仁
遇
難
誓
2

　
　
　
　
　
　
一
一

9
　
　
　
戸

　
　
　
　
σ

喫
茶
店
鯉
ッ
ミ
が

勘
摩
●
曳
上
7
お

［
｝
欝

　
　
　
の

　
↓
　
　
　
　
　
　
　
．

蓬
の
　
裁
毎
含

オ
白
7
λ
　
撃
ゴ
も

だ
ー
u
鱈
‘
こ
　
　
緊
影

ゲ隻

鶴

だ
わ

　
花
期
は
八
月
か
ら
十
月
、
日
本
全

土
の
日
当
り
の
良
い
山
野
に
生
え
る

多
年
草
。
茎
は
直
立
し
て
、
高
さ
六

十
～
百
仕
．
。
葉
は
対
生
し
て
長
楕
円

形
で
羽
状
に
分
裂
。
茎
の
先
に
黄
色

の
小
さ
な
花
を
多
数
つ
け
る
。

　
近
似
種
に
、
オ
ト
コ
エ
シ
が
あ
る
。

オ
ト
コ
エ
シ
は
全
体
に
あ
ら
い
毛
を

も
ち
、
白
色
の
花
を
つ
け
る
。
オ
ミ

ナ
エ
シ
は
古
く
か
ら
栽
埴
さ
れ
、
親

し
ま
れ
た
花
で
も
あ
る
。
秋
の
七
草

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

654321
囲
　
　
　
　
出
題
　
九
段
　
北
村
昌
男

　
●
ヒ
ン
ト
…
目
の
さ
め
る
よ
う
な
妙

　
　
手
が
出
て
き
ま
す
。
㎜
分
で
初
段
、

　
　
6
分
で
三
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
金

一
二
三
四
五
，
六
七
八
九

竜 曇 正 銀

等 歩

票 等

角 飛

　　　　　　　　　o》旱呈）し茸尋等3

」正図黛」等回。士一（o脅購測箪彰三

Z目圭■劃ヨ【o》睾（∂準率一1’ヨ≡一

z’夢三zり数鮪号＝εつ軽：塵＝ラ

⑦目圭三鶴玉。『！吾峯》睾」正図’狛

欝回へ塁尋回マ6・茸マ等＝ε〈纏鶴〉

　　　　　　　　　　　　　o取旱呈圭

乙ユヂ等1二ε　へ等回へ箪財三z’曇回

’集＝ラ曳ヨ≡回’等『二z〈鶴ヨ【漸駄罪〉
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爆

｝

　　のり　かず
小堺孝和玩
　　5　歳
蓬平・まつみね

　　　よう　た
五十嵐羊太玩

　　5　歳
松代・ドライブイン

　　かず　み
柳　和実荒
　　4　歳
菅刈・ぜんねん

　　たく　や
松山拓也玩
　　5　歳
犬伏・あめや

新大医学部付属病院

　診療内容等の

ファックスサービス

テレホンサービス開始

　新潟大学医学部付属病院では

8月20日より広く県内の各地か

ら来院される患者さんの利便を

図るため、外来診療内容などに

ついてのテレフォンサービスと

ファッタスサービスを開始しま

ました。

　これは、以前から診療曜日以

外に来院され、結果的に受診で

きない患者さんがおられたこと

などから、あらかじめ患者さん

へ診療科別の診療内容・日時・

来院時の注意事項をはじめ、特

定機能病院であっても紹介状な

しで受診できることなどの情報

を事前に提供するものです。

　なお、テレフォンサービス及

びファックスサービスの番号は、

次の．とおりです。

テレホンサービス025－223－8800

ファックスサービス

162一＃287－025－223・一6374－01＃

クレジット・サラ金
　　　　　　　　　110番

　借金返済でお悩みの方、新潟

県青年司法書士協議会が電話で

の相談をお受けし、法律的なア

ドバイスをいたします。

【日時】9月29日（日）

　　　　午前10時～午後5時
【電話番号】　0255－45－3010

　　　　　　（当日限｝）です）

【相談料】無料です。

【お問い合わせ】

　0255－22－0947（岩野）まで

　週法定労働時間

　　　　40時間制
　猶予期間も残り半年！

　平成9年4月1日からは一部
の特例業種を除き、全面的に週

法定労働時間の40時間制が適用

されます。

　各事業場で定める1週間の所

定労働時間は、法定労働時間を

越えてはなりませんので、確認

のうえ対応をお願いします。

囹特例業種としては、現在次の

　ものが定められています。

　　商業、映画・演劇業、保健

　衛生業、接客娯楽業の事業

　　のうち、従業員が10人未満

　　規模の事業場

囹詳しくは、十日町市宇都宮9

　　十日町労働基準監督署まで

　　　　　　智0257－52－2079

囹高年齢者雇用促進大会

【日時】　10月15日（火）

　　　　　午後1時～4時
【場所】上越市中央1－2－7

　㈱ホテルセンチュリーイカヤ

【内容】高年齢者の雇用就業問

題についての意識の高揚を図る

ため、事業主・地域住民・市町

村及び関係機関の参加で開催。

・優良事業所等の県知事等表彰

・記念講演

　　野球解説者　青田　昇　氏

　7月1日から5日まで、町の
総合健診で胃ガン・子宮ガン検

診及び胸部関接撮影を受けた方

で、まだ結果通知を受けていな

い方は、今回の検査の結果「異

常なし」と判定されましたので

ご安心ください。

　なお、今回の検査結果が良く

ても今後異常が生じないという

保障はできませんので、もし何

らかの異常を感じたら、早めに

医師の診察を受けてください。

囹職場改善事例展（上記と併催）

【内容】高年齢者を雇用するた

め職場改善を実施している事例

をパネル展示で紹介します。

囹高年齢者集団選考会

【日時】　10月25日（金）

　　　午後1時30分～4時
【場所】上越市中央1」2－3

　　　㈱ホテルハイマート
【内容】高年齢者の雇用の促進

を図るため、就職を希望される

方と事業主との「集団お見合い

方式」による選考会を開催。

＊参加希望者は事前に上越公共

職業安定所までご連絡ください

　智0255－23－6121　内線216

秋の全国蛮通安金運動1

　　9月瑠圖～30日

あぶないン

飛び出じ事故のもと

・・＝＝＝＼．1．

鑛、，．，

　　　90k ．＝ヤ⊃3ノ
蟹
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㌘二1

　　　　　　　　　　　　翻

応援します！

轟・＝

新しく開業する人

　著しく変化する経済環境の中

で、新しいビジネスを求めて独

立開業、または新しい分野への

進出を行なう人が増えています。

　商工会では、その経験を活か

して開業したい人、ふるさとで

自分の力を発揮したい人、また

現在営業しているが新しい分野

へ進出したい人に対して相談を

受けています。

　相談内容は次のとおりです。

　◆市場調査　◆資金調達

　◆税金手続　◆会社設立

　◆労務対策　◆記帳対策

　◆開業に関しての官公署への

　　届け出手続き等

　◆その他あらゆる分野

　相談員は、商工会の経営指導

員をはじめ、中小企業診断士、

税理士、弁護士、司法書士、技

術士、商業施設士、経営士等の

専門家をお願いしています。

　相談ご希望の方は、お気軽に

松代町商工会　盈7－2006または

県商工会連合会智025－283－1311

までお問い合わせください。

　国保の窓ロ

入院時の

食事療養費が変わります

　10月1・日より、入院時の食事

療養費が変わります。

■減額非対象者　760円（600円）

■減額対象者（入院）

　3カ月目まで650円（450円）

　4カ月目以降　500円（300円）

■低所得者世帯に属する老齢福

祉年金受給権者　300円（200円）
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　10月1日は

．、鎌業癒・鱗簾繍縮翻謹．

　10月1日、全国一斉に事業所

企業統計調査が行われます。事

業所・企業統計調査は、国や都

道府県・市区町村が、地域開発

計画、都市計画など、これから

の行政を考えていくための基礎

となります。

　店舗や工場、会社など、あら

ゆる種類の事業所が調査の対象

となります。

　9月下旬から調査員が各事業

所に調査票を配布します。時間

はあまりおかけしませんので、

もれなくご記入ください。皆さ

んのご協力をお願いいたします。

国の教育ローン
　　　平成8年8月13日現在

【お僅いみち】

入学時の費用、在学中の費用

（授業料、下宿代、通学費など）

【ご利用いただける方】

大学、短大・高校、高専、専修

学校、各種学校、予備校などに

入学・在学される方、または、

外国の高校、大学などに留学さ

れる方、各々の保護者

【ご融資額】

　学生・生徒お一人につき

　　　　　　　　150万円以内

【利率】　年3．4％（固定）

　（変動することもあン）ます）

【保証】　㈲教育資金融資保証

基金または保証人（1名以上）

【ご返済期間】　8年以内

　　（据置は在学期間内

　　　ただし最長4年以内）
【言羊しく‘ま】

〒943上越市大町3－2－1
　　　　　　（大町小学校前）

　　　国民金融公庫　高田支店

　　　　　暦0255－24－2340

　　》ご返済の目安ぐ

ご融資額 ご返済期聞 毎月のご返済額

150万円
5年（59回払） 27，700円
8年（95回払）・18，100円

約0万円
5年（59回払） 18，500円
8年（95回払） 12，100円

「いじめ」や体罰

　などでお困りの方

ご相談ください

　いじめ・体罰など子どもの人

権問題が大きな社会問題になっ

ています。子どもの人権専門委

員は、こうした子どもの人権問

題の解決に取｝）組んでいます。

　いじめや体罰などで困ったと

きは気軽に相談してください。

　子どもの人権専門委員は次の

方々です。

・網島甲子郎　智025－277－0235

　　新潟市中野山1－6－7
・笹林　定栄　智0250－24」5641

　　新津市秋葉2－14－58－2

・大野　正淳　智025－372－2939

　　白根市大字菱潟565番地

・菊田　泰作　岱0256－52－0064

　　加茂市仲町1－36

・長谷川三朗　盈0254－23－2802

　　新発田市本町4－6－7
・横山　純治　智0254－53－1267

　　村上市緑町1－10－10

・金子　典子　智0258－32－8300

　　長岡市今朝白1－6－27
・堀　　良作智0258－72－2771

　　三島郡与板町大字与板146

・高橋　知信　暦0257－27－3262

　　柏崎市大字石曽根1586番地

・風間　文雄　智0257－72－2475

　　南魚沼郡六日町大字六日町

・中澤　洋子　暦0255－43－4384

　　上越市中央4－10－11

・大竹マサエ　智0255－52－2065

　　糸魚川市横町2－2－4

・増田　陽一　ao259－52－201g

　　佐渡郡佐和田町大字東大通

　　羅響轍繊蓉繍離噸篶1

智025－229－0110
新潟地方法務局人権擁護課内

※子どもの人権専門委員の相談

　日は、毎週水曜日の午前9時

　から午後4時までです。
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『
ほ
く
ほ
く
線
』
が
楽
し
み
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
暑
か
っ

た
夏
も
い
つ
の
ま
に
か
終
わ
り
、
も

う
秋
で
す
ね
。
季
節
の
変
わ
り
目
、
、

風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
お
気
を
つ

齋藤美智子さん

　（田野倉・双美屋）

け
く
だ
さ
い
．

　
私
は
、
松
代
高
校
を
卒
業
し
、
東

京
の
専
門
学
校
で
二
年
を
過
ご
し
、

松
代
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ

り
、
自
分
の
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」

が
一
番
で
す
。
わ
ず
か
二
年
ば
か
り

で
し
た
が
、
離
れ
て
み
て
わ
か
り
ま

し
た
。

　
現
在
、
私
は
十
日
町
の
共
立
観
光

で
働
い
て
い
ま
す
。
毎
日
、
車
で
通

勤
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
冬
は
さ
す

が
に
大
変
で
し
た
。
も
う
じ
き
ま
た

冬
が
め
ぐ
っ
て
く
る
の
か
と
思
う
と

少
々
気
が
重
い
で
す
。

　
私
の
仕
事
は
、
主
に
団
体
の
バ
ス

や
宿
の
手
配
を
し
て
い
ま
す
。
最
初

の
こ
ろ
、
辛
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
仕
事
に
も
や
っ

と
慣
れ
、
何
と
か
楽
し
く
や
っ
て
い

ま
す
。

　
入
社
し
て
一
年
目
に
、
松
代
に
仕

事
で
来
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
役

場
の
方
や
各
企
業
の
方
と
お
会
い
し

た
時
、
皆
さ
ん
に
温
か
く
迎
え
て
い

た
だ
き
、
ま
た
、
励
ま
し
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
こ

と
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
来
年
の
春
に
は
、
い
よ

い
よ
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
開
業
と
な

り
、
列
車
に
の
れ
る
日
を
、
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　男　　2，350人　　（＋2人）

　女2，407人（一2人）
　計4，757人（±0人）
世帯数1，481世帯（一2世帯）

　出生4人　　死亡8人

　転入11人　　転出7人
　　　（8年8月末日現在）

一人ロの動き一

圃
園
圓
圃

▼
「
ヘ
ン
シ
ュ
ウ
ゴ
キ
さ
ん
、
こ
の
頃

元
気
な
い
ね
」
　
「
は
あ
、
ち
ょ
っ
と
。

で
も
こ
れ
『
へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き
』
っ

て
読
む
ん
で
す
よ
。
ゴ
キ
と
い
う
と
、

誤
記
み
た
い
で
…
」
い
つ
も
の
癖
で
、

は
ぐ
ら
か
し
て
し
ま
い
ま
す
。
▼
「
あ

い
う
え
お
」
順
の
書
き
出
し
で
始
め
た

編
集
後
記
も
二
十
九
回
。
記
事
は
一
か

月
遅
れ
に
な
る
と
い
う
広
報
の
運
命
、

最
後
に
埋
め
る
こ
の
欄
で
少
し
で
も
…

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
見
識
の
な
さ
で

思
い
ど
お
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
▼
春

先
の
大
雪
と
寒
気
に
よ
る
農
作
物
へ
の

影
響
も
、
観
音
祭
り
前
の
梅
雨
明
け
な

ど
で
順
調
な
成
育
と
聞
き
ま
す
。
早
ま

る
夕
暮
れ
に
警
戒
し
、
農
作
業
事
故
や

交
通
事
故
な
ど
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
秋
の
味
覚
、
楽
し
み
で
す
ね
。
モ
グ

ラ
や
秋
野
菜
、
稲
作
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
豊
作
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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固國鋤團回
（7月26日～8月25日受付）

　げんきな良い子に（出生）
　　　しょう
関谷翔ちやん靖・紀子さん

　（男の子・松代・三笠屋酒店）
　　ゆう　き
浦壁優貴ちやん裕・裕美さん

　　（男の子・松代・高校住宅）
　　よう　こ
山賀洋子ちやん一・マリーアンさん

　（女の子・松代・善宗塚住宅）
　　や　　え
小山弥恵ちやん浩・悦子さん

　　（女の子・松代・下町住宅）

　ご冥福を祈ります（死亡）

菅井準作さん　　　　75歳

　　　　　　（苧島・さごいん）

仲村リキさん　　　　90歳

　　　　　　　（儀明・姫ヶ沢）

柳　一郎さん　　　75歳

　　　　　　（松代・しんたく）

内山徳三郎さん　　　70歳

　　　　　　（室野・さんぜん）

村山イセノさん　　　76歳

　　　　　　（室野・きんぜん）

堀川ムラさん　　　　78歳

　　　　　（奈良立・しんたく）

高野亀次さん　　　　93歳

　　　　　　　（松代・高木屋）

山岸ハルエさん　　82歳

　　　　　　（木和田原・与助）

　　お詫びと訂正
　8月号で誤植があり、関係者

にご迷惑をかけ申し訳あ｝）ませ

んでした。①11ぺ一ジ右下、斉
　　　　　　　　　　　　木真也君の学年は松代小六年生
　　→五年生②12ぺ一ジ東京松代会

市川昭二会長の文中『郷里の鉄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

通開通』→『郷里の鉄道開通』

以上、訂正しておわびします。
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